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での製品生産では利益が得られず, 新興国での現地生産, さらには製品開発をもタイ, イ





構想であり, 特に製品の機械的構造に関しては, その設計基本構想においてトポロジー, 
形状, 材質をどのような仕様にするかを決めるかが, 最も重要な設計業務である. そのた
め, 設計初期構想段階においては, 経験豊富なベテラン技術者が担当者として, 彼らの経
験則によるノウハウ及びスキルを活かし, 機械製品の基本構想を決定してきた.  
 
一般的に, 機械製品の構造信頼性への基本構想（トポロジー, 形状, 材質等）に関し, 構
想設計段階において決定すべき事項は多い. とりわけ輸送機器のトポロジーや形状は, 剛
性・強度等の基本性能への影響は大きく, 多目的性能を同時に満足する上でも重要な事項
である. しかし今日までトポロジーと形状は, 数値的な探索, あるいは経験に基づく試行






で, 適用したプロセスはSQC（Statistical Quality Control）とCAEを併用した次の5つの
ステップからなる. 
 ① SQC手法を活用した市場データに基づくBMC（Bench Mark Comparison）に 
     よる設計動向の把握 
 ② BMC調査データの多変量解析による設計検討因子の絞り込み 
 ③ 実験計画法の活用による設計因子と水準の決定 
 ④ 多目的性能を満足する設計の提案 
 ⑤ 成立解が多目的性能を満足することの確認 
 
 











（Preference Set-Based Design)の関連知識の説明を行なう.  
 
第3章では, SQCとCAEの併用による車両開発プロセスの必要性とその車両開発プロセス












ころ, 性能目標を達成することができた. この結果, 提案したキャブのボデー構造の織り












2事例での車両開発における効果及び新しく判明した知見を示す.       
最後に, 今後の課題として, 考案する車両開発プロセスの更なる有用性向上の為に, ス
テップ②及びステップ③で適用しているSQC手法の適用方法について, 理論的背景からの
課題を示す. 
 
 
